


 広報いまかね NO. １



 広報いまかね NO.２

　

組
合
員
並
び
に
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
も
の
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
昨
年
の
北
海
道
農
業
は
、

地
域
差
・
個
人
差
が
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
順
調
な
作
柄
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
の
営
農
と
併
せ
、
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
社
会
の

発
展
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
改
め
て

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

平
成
26
年
は
午
年
（
う
ま
ど
し
）
で
あ
り
ま
し
た
が
、農
業
・
Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
個
々

の
情
勢
変
化
に
加
え
、
年
末
に
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ

に
激
動
の
一
年
で
し
た
。
か
か
る
情
勢
の
中
、
わ
が
国
の
農
業
を
は
じ
め
国
民
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
し
て
は
、

関
係
国
の
首
脳
・
閣
僚
・
交
渉
官
等
に
よ
る
各
種
会
合
並
び
に
交
渉
が
継
続
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
10
日
に
行
わ
れ
た
関
係
国
の
首
脳
会
合
で
は
、
結
果
と
し
て
大
筋
合

意
に
は
至
ら
ず
合
意
の
目
標
時
期
も
明
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
協
定
の
早
期
妥

結
に
向
け
た
取
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
合
っ
た
経
過
に
あ

り
、
今
後
と
も
予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
国
の
か
た
ち
を
大
き
く
変
容

さ
せ
か
ね
な
い
重
大
な
交
渉
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
具
体
的
な
情

報
開
示
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
民
不
在
の
も
と
で
の
交
渉
に
大
き
な
不
安
と
憤
り

を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

国
会
決
議
の
順
守
と
と
も
に
我
が
国
の
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

今
後
と
も
政
府
・
与
党
へ
の
強
力
な
働
き
か
け
を
行
い
つ
つ
、
国
民
世
論
の
形
成
に

向
け
た
取
組
み
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
政
府
は
規
制
改
革
会
議
に
お
け
る
答
申
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
６
月
に
「
規

制
改
革
実
施
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
農
協
系
統
組
織
に
自
己
改
革
を
求
め
る
内
容

を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て
全
道
の
組
合
員
に
参
加
い

た
だ
い
た
う
え
で
組
織
討
議
を
実
施
し
、
頂
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
も
と
に
、「
多

様
な
価
値
観
に
応
え
る
北
海
道
農
業
」・「
時
代
に
即
し
た
協
同
組
合
へ
の
改
革
」
を

柱
と
し
た
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
改
革
プ
ラ
ン
（
実
行
計
画
指
針
）
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。　

　

今
後
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
必
要
な
環
境
整
備
に
向
け
政
府
・
与
党
に
働
き
か

け
を
行
う
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
方
と
力
を
合
わ
せ
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

機
能
・
役
割
を
よ
り
一
層
発
揮
し
、
国
民
各
層
の
理
解
醸
成
を
は
か
り
な
が
ら
、
改

革
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
く
事
業
展
開
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

世
界
規
模
で
の
異
常
気
象
の
発
生
、
人
口
増
加
、
新
興
国
の
経
済
情
勢
の
変
化
な

ど
を
背
景
に
、
国
際
的
な
食
料
の
需
給
事
情
は
不
安
定
な
要
因
を
抱
え
て
お
り
、
先

を
見
据
え
た
中
で
、
食
料
の
安
全
保
障
を
い
か
に
確
立
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
国
の
食
料
は
可
能
な
限
り
自
国
で
賄
う
べ
き
は
、
国
家
が
存
立
し
て
い
く

う
え
で
必
要
不
可
欠
な
取
組
み
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
の
農
業
の
位
置
づ
け
・
役
割

を
再
認
識
し
た
う
え
で
、
農
業
の
持
続
的
発
展
を
は
か
っ
て
い
く
と
い
う
国
と
し
て

の
基
本
情
勢
の
も
と
で
、
必
要
な
政
策
展
開
な
り
関
係
者
の
自
助
努
力
を
精
力
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
い
ま
や
農
業
は
国
民
の
理
解
と
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
産
業

で
あ
り
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
実
態
や
取
組
み
、
農
業
・
農
村
の
多
様
な
魅
力
を
発
信
し
、

国
民
各
層
の
理
解
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
や
や
も
す
る

と
、
経
済
合
理
主
義
の
も
と
、
効
率
性
や
競
争
が
豊
か
な
暮
ら
し
の
道
し
る
べ
に
な

る
と
の
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
国
の
実
情
、
多
様
な
価
値
観
を

踏
ま
え
、
真
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
追
及
し
実
現
し
て
い
く
姿
勢
が
今
ま
さ
に
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
干
支
は
未
年
（
ひ
つ
じ
ど
し
）
で
す
。
群
れ
を
な
す
羊
は
家
族
の
安
泰
を

示
し
、
い
つ
ま
で
も
平
和
で
暮
ら
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
改
め
て
家
族
や
農
村
社

会
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、
地
域
農
業
・
地
域
社
会
の
共
存
共
栄
を
目
指
し
、
と

も
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
天
候
に
恵
ま
れ
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

併
せ
て
、
北
海
道
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
の
一
層
の
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

取
組
④　

   

米
ぬ
か
ペ
レ
ッ
ト　
散
布

　

田
植
え
後
か
ら
長
い
期
間
を
置

か
な
い
う
ち
に
、
米
ぬ
か
ペ
レ
ッ

ト
を
散
布
。
有
機
稲
作
で
よ
く
活

用
さ
れ
る
除
草
方
法
で
す
。
米
ぬ

か
で
地
面
を
遮
光
す
る
と
と
も
に
、

米
ぬ
か
が
腐
敗
し
、
水
田
を
酸
素

欠
乏
状
態
に
す
る
こ
と
で
、
雑
草

を
抑
え
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
今
金
町
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
「
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
農
法
無
農
薬
栽
培
」
に
今
金
町
の
生
産
者
で
あ
る
中
野
公
郎
さ
ん
・
吉
本
辰
也
さ
ん
・
佐
々

木
政
徳
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
出
荷
ま
で
の
取
り
組
み
を
掲
載
し
ま
す
。（
第
２
回
）

取
組
⑤　

   

専
用
肥
料
の
追
肥

　

株
間
に
残
っ
た
雑
草
が
大
き
く

な
り
、
手
取
り
除
草
を
実
施
。

取
組
⑥　

   
手
取
り
除
草
作
業

日
時　
７
月
26
日
（
土
）
〜

日
時　
６
月
27
日
（
金
）

　

今
年
度
は
３
戸
で
約
90
ａ
、
製
品
反

収
は
約
6.5
俵
と
、
慣
行
栽
培
の
ゆ
め
ぴ

り
か
に
比
べ
る
と
、
反
収
は
落
ち
る
も

の
の
、
製
品
歩
留
と
し
て
は
慣
行
栽
培

よ
り
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
無
添
く
ら
寿
司
」
か
ら

も
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
農
法

無
農
薬
栽
培
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
と
め

　

慣
行
栽
培
と
比
べ
て
、
生
育
が
遅

れ
た
も
の
の
、
無
事
に
収
穫
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
阪
神
米
穀
株
式
会
社
よ
り

安
田
副
部
長
、
宮
原
氏
が
来
訪
し
、

稲
刈
り
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

光
農
法
専
用
の
有
機
質
肥
料
を
追
肥
。

取
組
⑦　

   

稲
刈
り

日
時　
10
月
１
日
（
水
）

日
時　
６
月
２
日
（
月
）

▲大きくなった雑草の除草

待
ち
に
待
っ
た
稲
刈
り
！

▲阪神米穀安田副部長・宮原氏
　と記念撮影

米
ぬ
か
ペ
レ
ッ
ト
の
散
布

▲

▲



 広報いまかね NO. ３

平成２６年の作物生育状況と次年度に向けて
　平成２６年は、融雪がやや遅れたが、その後、多照・乾燥状態が続き、春作業は順調に進みま
した。５月以降も気温は平年を上回り、６月～７月は少雨で、農作業や生育は順調に経過しまし
た。８月～９月は集中豪雨や台風等がありましたが、大きな被害は出ませんでした。
　普及センターの作況調査の結果を振り返り、次年度に向けた対策を考えます。

収量要素

収量は 10a 当たり、（　）内は平年値

㎡穂数　　　641（559）本 一穂籾数　55.7（60.8）粒
精玄米重　　592（534）kg くず米重　61（41）kg

生育概況　　　　　は種期は 4月 18 日（-1）で、出芽期は 4月 24 日（±0）。一
部で高温による出芽不良が発生。5月の好天で、苗の仕上がりは極早か

った。移植期は 5月 24 日 (+4)。6 月上旬の異常高温や強風で植傷みも見られた。活着は並。
分げつ始は 6月 8日 (+2)、幼穂形成期は 6月 29 日 (+3)。7 月の高温で生育量 ( 丈・茎 ) は大
きくなった。出穂始から穂揃までが長引き、出穂揃は 8月 2日 (+1)、出穂・開花は順調であっ
た。8月から多雨傾向で、気温も平年を下回った。9月上旬の降雨で、一部倒伏。9月中旬の
気温低下で、成熟期は 9月 18 日 (-2) となった。収穫期は 9月 25 日 (+2) であった。
　穂数は多く (115%)、１穂籾数はやや少 (95%)、㎡総籾数は多 (109%) となった。稔実歩合は
並 (102％)、㎡稔実籾は多 (111％)。収量は 592kg/10a(111％) となったが屑米も多 (147％) かっ
た。千粒重は並 (100％)、品質はやや劣り、蛋白は低い傾向となった。

次年度に向けて ・融雪促進とほ場の乾燥化促進、透排水性改善に全力を！
・ほ場管理をおろそかにせず、基本技術の励行を !

収量要素 ㎡穂数　　593（754）本  一穂籾数　31.6（32.1）粒
子実重　　628（578）kg  一等比率　100（71.3）％

生育概況　　　　　25 年秋は、天候不順により前作物の収穫作業が遅れたことか
ら、一部ほ場で秋まき小麦のは種作業も遅れた。融雪期は 2日遅れたが、

降雨が少なかったため、起生期は平年より 3日早まった。その後の高温により生育は順調に経
過し、幼穂形成期で平年より 3日早く、止葉期で 4日、出穂期で 5日、成熟期も 5日早くなった。
　収穫作業は平年より 7日早く始まり、収穫終は 4日早くなった。子実重は平年比 120.2％、
赤かび病の発生も少なく、品質も良好であった。

次年度に向けて ・茎数確保のため、起生期からの適正な施肥を実施する
・「きたほなみ」では子実の充実を図るため、止葉期追肥を行う
・透排水性の良いほ場づくりに取り組む
・適正は種と雪腐病防除の実施に努力する



 広報いまかね NO.４

収量要素 規格内収量〔露地 3,692（2,822）kg　早出し　2,861（2,960）kg〕
ライマン価〔露地 14.3（13.6）％　　 早出し　15.8（13.8）％〕

生育概況　　　　　[ 露地 ] 降雨が少なく耕起作業が進み、植付作業は 13 日早く
始まり 10 日早く終了。植付後は高温で推移し萌芽期は 12 日早く、着蕾

期も 12 日、開花期で 9日、茎葉黄変期で 10 日早まった。病害虫の発生は少なかった。8月に
まとまった降雨があったが、収穫作業は 5日早く始まった。いも数は平年並、上いも 1個重は
127.5%、上いも収量は 122.9%と高く規格内収量、デンプン価も高かった。
[ 早出し ] 好天で、植付作業が進み、萌芽期、着蕾期で平年より 11 日早く、開花期も 8日早まっ
た。6月は乾燥傾向で推移し病害虫の発生は少なかった。収穫期は 8日早まり、上いも 1個重
は平年比 98.2％、上いも収量は 96.9％、でんぷん価は平年比 110.7%となった。
次年度に向けて ・有機物施用を計画的に行い、土壌の改善 ( 物理性・化学性 ) を図る

・培土は適正水分で行い、十分な土量と安定した形状を維持する
・高温時は、収穫物をほ場に放置せず、貯蔵前に十分キュアリングする

収量要素 着莢数｛さや数｝〔大豆 434（356）莢 / ㎡　小豆　388（473）莢 / ㎡〕
子実重 　   〔大豆 279.1（221.9）kg　 小豆　222.7（233.1）kg〕

生育概況　　　　　[ 大豆 ] 好天により、は種は 5日早く始まり順調に行われた。
は種後の少雨で出芽に日数を要したほ場が一部見られた。8月上旬まで

高めの気温で推移したため出芽後の生育は順調で、開花期は平年より 4日早まり、成熟期は 7
日早まった。着莢数は平年より多く、子実重は平年比 140％となった。生育後半以降に降雨が
少なかったため、裂皮、しわ粒の発生が少なく、製品歩留は高かった。
 [ 小豆 ] 好天により、は種は 3日早く始まった。は種前後に降雨が少なかったため、出芽が遅れ、
生育のばらついたほ場も一部で見られた。出芽期は 3日遅れたが、8月上旬まで高めの気温で
推移したため、徐々に回復し開花期で 1日遅れ、成熟期は平年並となった。着莢数は平年より
少なく (82%)、粒大も小さかったため、収量は平年比 96%となった。
次年度に向けて ・干ばつや湿害回避のため、心土破砕等を行い、根域の拡大を図る

・豆類の連作や交互作を避け、適正な輪作体系を守る

収量要素
根重 7,152（7,365）kg　茎葉重 3,521（4,540）kg　根中糖分 17.5（17.0）％

生育概況　　　　　は種は、平年並。移植は平年より5日早く始まり、順調に終了。
一部で霜 (4/29) の影響があった。移植後の活着は良好で、初期生育も順

調であった。8月以降は多雨傾向であったが、病害の発生は少、根部の肥大も良好であった。
収穫は平年より 8日早く終了。収量は平年比 97%、根中糖分は平年比 103%であった。

次年度に向けて ・ｐHの改善や透排水性の良いほ場づくりを行う
・完熟堆肥により地力向上を図る
・生育後半の雑草の対策（草取り）を実施する



 広報いまかね NO. 5

　

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
第
53
回

農
村
女
性
文
化
祭
が
12
月
３
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
今
金
町
女
性
部
部
長
岸
幸
子

さ
ん
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
午
前

中
に
は
「
東
北
・
北
海
道
Ｊ
Ａ
女
性

組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
報
告
」
を
鈴
木

幸
子
さ
ん
よ
り
、「
Ｊ
Ａ
北
海
道
女

性
協
リ
ー
ダ
ー
研
修
報
告
」
を
仁
木

由
喜
江
さ
ん
よ
り
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
津
村
明
美
さ
ん
の

歌
、
笹
森
博
子
さ
ん
の
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
会
場
を
盛
上
げ
ま
し
た
。

▲新党大地鈴木宗男氏

▲岸幸子部長による開会の挨拶
　

午
後
か
ら
は
「
将
来
の
北
海
道
農

業
と
政
治
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
目

で
、
新
党
大
地
代
表
・
鈴
木
宗
男
氏

よ
り
普
段
聞
け
な
い
貴
重
な
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲美声を響かせる
　津村明美さん

▲どじょうすくいを披
　露する笹森博子さん

管理課からのお知らせ
資産の売却処分について

右記地図の不稼動地を売却処分いたします。

詳細につきましては管理課までお問い合わせください。

１　字今金４３５番６３　宅地　1490.03

２　字今金４３５番９３　宅地　  334.68

番号  住所　　　　　　　　地目　 面積（㎡） 問合せ先℡　0137-82-0211　
　ＪＡ今金町　管理課まで

総合

体育館

高美

公園

道南NOSAI
今金家畜診療所

1 2



 JA 広報いまかね NO.4716

その農薬を使う様々な農産物

を毎日一生食べ続けても健康

に悪影響のないこと、さらに、

短時間に多量に食べた場合に
も影響のないことも評価・確
認し、農薬の残留基準がこれ
からは決められていきます。
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